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研
究
ノ
ー
ト張

薦
『
霊
怪
集
』
に
つ
い
て

溝
部
良
恵

一
．
は
じ
め
に

従
来
の
唐
代
小
説
研
究
に
お
い
て
は
、
唐
代
小
説
を
代
表
す
る
伝
奇
は
、
六
朝
志
怪
の
後
を
継
ぎ
な
が
ら
作
者
が
構
成
、
描
写
に
工

夫
を
加
え
る
と
同
時
に
、
想
像
力
を
駆
使
し
意
識
的
に
創
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
唐
の
王
度
『
古
鏡
記
』
な
ど
数
篇
の
先
駆
的
な
作

品
を
経
て
、
中
唐
初
期
に
至
り
沈
既
済
『
任
氏
伝
』、
白
行
簡
『
李
娃
伝
』
な
ど
の
作
品
が
突
如
集
中
し
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。

以
後
唐
代
小
説
の
研
究
は
、
こ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、
初
、
盛
唐
期
は
、
特
筆
す
べ
き
作
品
が
な
い
空
白
期
と
考
え
ら
れ
、

研
究
対
象
は
唐
代
小
説
の
黄
金
期
で
あ
る
中
唐
初
期
に
書
か
れ
た
単
行
の
伝
奇
に
偏
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
実
際
は
伝
奇
が

発
生
す
る
前
後
に
も
、
伝
奇
を
上
回
る
膨
大
な
数
の
志
怪
風
の
作
品
が
書
き
継
が
れ
伝
奇
と
併
存
し
て
い
る
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
が
ち

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
作
品
が
伝
奇
の
発
生
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
伝
奇
発
生
の
過
程
を
解
明
し
、
新
た
な
唐
代
小
説
史
叙
述
の
視
座
を
提
出
す
る
た
め
に
は
、



172

初
、
盛
唐
期
か
ら
中
唐
初
期
、
伝
奇
発
生
以
前
の
作
品
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
各
作
品
間
の
影
響
関
係
に
考
慮
し
、

こ
の
時
期
の
小
説
の
制
作
状
況
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
特
に
重
要
な
小
説
集
と
し
て
、
唐
代
初
期

の
牛
粛
『
紀
聞
』、
中
唐
初
期
の
戴
孚
『
広
異
記
』
に
着
目
し
て
き
た（

（
（

。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
中
で
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
小
説
集
と
し
て
、
中
唐
の
初
め
、
徳
宗
の
貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇

五
）
頃
に
成
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
張
薦
の
『
霊
怪
集
』
が
あ
る
。
し
か
し
従
来
『
霊
怪
集
』
に
つ
い
て
は
、「
郭
翰
」（『
太
平
広
記
』

巻
六
九
、
以
下
『
広
記
』
と
略
す
。）、「
王
生
」（『
広
記
』
巻
四
五
三
）
な
ど
幾
つ
か
の
篇
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
以
外（

（
（

、
小
説
集
と

し
て
の
全
体
的
な
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
霊
怪
集
』
の
作
者
張
薦
及
び
逸
文
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
、『
霊
怪
集
』
研
究
の
端
緒
と
し
た
い
。

二
．
張
薦
に
つ
い
て

張
薦
は
、
字
は
孝
挙
、
深
州
陸
沢
（
現
河
北
省
）
の
人
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
巻
一
六
一
に
伝
が
あ
る
。
ま
た
権
徳
輿
（
七
五
九
―

八
一
八
）
に
よ
る
墓
誌
銘
「
唐
故
中
大
夫
守
尚
書
工
部
侍
郎
兼
御
史
大
夫
史
館
修
撰
上
柱
国
賜
紫
金
魚
袋
充
弔
贈
吐
蕃
使
贈
礼
部
尚
書

張
公
墓
志
銘
並
序
」（『
権
徳
輿
詩
文
集
』
巻
二
十
二
所
収
。
以
下
「
張
薦
墓
誌
」
と
記
す（

（
（

。）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
韓
愈
『
順

宗
実
録
』
巻
三
、
ま
た
張
薦
の
孫
の
張
読
の
墓
誌
銘
、「
唐
故
通
議
大
夫
尚
書
左
丞
上
柱
国
賜
紫
金
魚
袋
贈
兵
部
尚
書
常
山
張
公
墓
誌

銘
并
序
」（
徐
彦
若
撰
、
以
下
「
張
読
墓
誌
」
と
記
す
。）
に
も
張
薦
に
関
す
る
記
述
が
あ
る（

（
（

。

こ
れ
ら
を
も
と
に
張
薦
の
生
涯
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
み
た
い
。
祖
父
は
、『
遊
仙
窟
』、『
朝
野
僉
載
』、『
龍
筋
鳳
髄
判
』
な
ど
で
知

ら
れ
る
張
鷟
で
あ
る
。
張
鷟
に
つ
い
て
は
、
新
旧
『
唐
書
』「
張
薦
伝
」
や
莫
休
符
『
桂
林
風
土
記
』
に
も
記
載
が
あ
る
。
張
鷟
は
、
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若
い
頃
よ
り
文
名
を
は
せ
、
弱
冠
の
年
に
「
下
筆
成
章
」
科
の
科
挙
に
及
第
し
た
。
新
羅
や
日
本
の
使
者
が
唐
を
訪
れ
た
際
に
は
、
大

金
を
は
た
い
て
そ
の
文
章
を
買
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
周
知
の
通
り
、
張
鷟
自
身
と
思
わ
れ
る
主
人
公
張
生
が
神
仙
の
窟
に
迷
い
込
み
、

崔
十
娘
を
名
乗
る
美
女
と
一
夜
を
過
ご
す
『
遊
仙
窟
』
は
、
中
国
で
は
早
く
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
が
、
日
本
で
は
、
奈
良
時
代
に
伝
え

ら
れ
て
以
降
、
多
く
の
写
本
や
刊
本
が
作
ら
れ
、
日
本
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
『
朝
野
僉
載
』
は
、
武
后

期
の
朝
野
に
お
け
る
出
来
事
を
記
し
た
書
で
、
正
史
に
は
出
て
こ
な
い
当
時
の
風
俗
、
習
慣
な
ど
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
の
多
く
に
当
時

の
政
治
へ
の
鋭
い
批
判
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
『
龍
筋
鳳
髄
判
』
は
、
科
挙
の
試
験
に
課
さ
れ
た
判
の
文
書
の
例
文
集
で
あ
り
、
受

験
参
考
書
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

薦
の
父
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
で
は
、
揚
州
天
長
県
令
に
な
っ
た
経
歴
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
詳
細
は
定
か
で
は

な
い（

（
（

。
張
薦
自
身
は
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
に
生
ま
れ
た
。
七
歳
で
詩
を
作
り
、
十
歳
で
『
史
記
』
を
読
み
こ
な
す
な
ど
、
幼
少
期
よ
り

聡
明
で
あ
っ
た
。
顔
真
卿
に
認
め
ら
れ
る
。
史
官
を
長
く
務
め
、
尚
書
工
部
侍
郎
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
そ
の
後
、
吐
藩
の
首
長
が

亡
く
な
っ
た
際
に
、
弔
祭
使
と
し
て
吐
藩
に
赴
く
が
、
そ
の
地
で
病
に
倒
れ
、
貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

張
薦
に
は
、
八
人
の
息
子
が
い
た
が
、
そ
の
一
人
に
希
復
が
い
る
。
希
復
は
、
河
南
府
士
曹
、
集
賢
校
理
な
ど
の
職
を
務
め
、
礼
部
尚

書
ま
で
進
ん
だ
。
希
復
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
の
作
者
で
あ
る
段
成
式
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
希
復
自
身
も
段
成
式

に
、
自
分
の
見
聞
き
し
た
異
聞
を
語
っ
て
お
り
、『
酉
陽
雑
俎
』
中
に
四
則
が
残
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
希
復
の
妻
は
、『
玄
怪
録
』
の
作

者
と
し
て
知
ら
れ
る
牛
僧
孺
の
娘
で
あ
る
。
こ
の
希
復
と
牛
僧
孺
の
娘
の
息
子
が
、『
宣
室
志
』
を
書
い
た
張
読
で
あ
る
。

張
読
は
、
大
和
七
年
（
八
三
三
）
に
生
ま
れ
、
大
中
五
年
（
八
五
一
）、
十
八
歳
頃
に
及
第
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
宣
室
志
』
に
つ

い
て
、
成
書
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
現
存
す
る
逸
文
に
は
大
中
五
年
頃
ま
で
の
話
が
あ
り
、
張
読
の
青
年
期
に
書
か
れ
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。『
宣
室
志
』
も
早
く
に
原
書
が
失
わ
れ
た
が
、
十
巻
ほ
ど
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
中
に
は
、
中
島
敦
の
『
山
月
記
』
と

あ
ら
す
じ
を
同
じ
く
す
る
化
虎
譚
「
李
徴
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
二
七
）
が
あ
る
。

以
上
に
あ
げ
た
書
名
は
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
各
時
期
を
代
表
す
る
小
説
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
張
薦
自
身
が
『
霊
怪
集
』
を
著
し

た
原
動
力
と
し
て
、
こ
う
し
た
家
庭
や
友
人
と
の
交
流
関
係
が
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
張
薦
の
一
族
が
ど
の
よ
う
に

小
説
制
作
に
か
か
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
、
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
冒
頭
に
筆
者
が
問

題
意
識
と
し
て
あ
げ
た
、
六
朝
志
怪
か
ら
唐
代
伝
奇
へ
と
い
う
小
説
史
の
流
れ
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
重
な
り
、
張
薦
の
一
族
の
一
事

例
と
し
て
終
わ
る
こ
と
な
く
広
が
り
を
持
つ
問
題
と
思
わ
れ
る
。

三
．『
霊
怪
集
』
逸
文
に
つ
い
て

『
旧
唐
書
』
本
及
び
権
徳
輿
の
「
張
薦
墓
志
」
に
は
、
張
薦
が
『
霊
怪
集
』
を
著
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
数
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。
一
方
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
、
小
説
家
類
に
は
、『
霊
怪
集
』
の
巻
数
は
、
二
巻
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
戴
孚
『
広
異
記
』
の
序
と
し
て
記
さ
れ
た
顧
況
「
戴
氏
広
異
記
序
」
で
は
、
顧
況
が
「
本
朝
志
怪
之
志
」
と
し
て
、「
劉
子
政

之
列
仙
、
葛
稚
川
之
神
仙
、
王
子
年
之
拾
遺
、
東
方
朔
之
神
異
、
張
茂
先
之
博
物
…
」
な
ど
、
顧
況
が
考
え
た
歴
代
の
志
怪
の
書
名
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

国
朝
燕
公
梁
四
公
伝
、
唐
臨
冥
報
記
、
王
度
古
鏡
記
、
孔
慎
言
神
怪
志
、
趙
自
勤
定
命
録
、
至
如
李
庾
成
張
孝
挙
之
徒
、
互
相
伝

説
。
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国
朝
、
つ
ま
り
唐
代
に
つ
い
て
、
唐
臨
『
冥
報
記
』、
王
度
『
古
鏡
記
』
の
書
名
な
ど
と
と
も
に
、
書
名
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

李
庾
成
、
張
孝
挙
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
李
庾
成
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、「
孝
挙
」
は
張
薦
の
字
で
あ
り
、
張
薦
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
互
相
傳
説
」
と
は
、
李
庾
成
の
書
と
張
薦
の
書
、
す
な
わ
ち
『
霊
怪
集
』
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
戴
氏
広
異
記
序
」
に
は
、
顧
況
が
こ
の
序
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
顧
況
と
『
広
異
記
』
の
作
者
戴
孚
は
、
と

も
に
至
徳
二
年
（
七
五
七
）
の
科
挙
に
合
格
し
た
こ
と
か
ら
、
交
流
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
顧
況
と
戴
孚
が
、
生
涯
を
通
じ
交
友

を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
序
」
に
は
、
戴
孚
が
饒
州
（
現
江
西
省
）
で
五
十
七
歳
の
生
涯
を
終
え
た
後
、
二
人

の
息
子
達
が
顧
況
に
「
序
」
を
書
い
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
顧
況
は
、
貞
元
五
年
（
七
八
九
年
）
饒
州
に
左

遷
さ
れ
、
貞
元
九
、
十
年
頃
ま
で
饒
州
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
頃
、
戴
孚
の
息
子
達
に
よ
り
「
序
」
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇
五
）
頃
に
は
、『
霊
怪
集
』
は
人
々
に
広
く
読
ま
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
宋
初
の
書
目
『
通
志
略
』
で
は
、
作
者
不
詳
、
巻
数
も
一
巻
と
な
り
、
す
で
に
散
逸
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、『
広

記
』、『
太
平
御
覧
』、『
類
説
』
な
ど
を
中
心
に
逸
文
が
存
在
す
る
。
中
で
も
最
も
多
い
の
は
、『
広
記
』
に
残
さ
れ
た
逸
文
で
あ
る
。

し
か
し
『
広
記
』
自
体
に
、
版
本
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
に
つ
い
て
も
出
典
問
題
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
そ
こ
で
以
下
、

『
霊
怪
集
』
の
逸
文
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
諸
本
に
収
録
す
る
各
話
を
比
較
し
、
現
時
点
で
の
逸
文
を
確
定

し
た
い
。

一
．
陶
敏
主
編
『
全
唐
五
代
筆
記
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

二
．
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）（
以
下
『
叙
録
』
と
略
）
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三
．
張
国
風
『
太
平
広
記
会
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）（
以
下
『
広
記
』
会
校
本
と
略
）

『
全
唐
五
代
筆
記
』
は
、『
広
記
』
に
限
ら
ず
、
諸
本
に
散
逸
す
る
唐
代
の
小
説
、
筆
記
を
集
め
、
校
勘
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
現

存
す
る
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
の
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
（
修
訂
本
）』
は
、
唐
か
ら
五
代

に
か
け
て
の
各
書
に
散
逸
す
る
小
説
、
筆
記
に
つ
い
て
、
作
者
、
版
本
、
流
伝
、
篇
目
、
後
世
へ
の
影
響
、
評
価
を
整
理
し
た
も
の
で
、

初
版
刊
行
の
一
九
九
三
年
以
来
、
唐
代
小
説
研
究
に
欠
か
せ
な
い
書
で
あ
る
。
ま
た
、『
太
平
広
記
会
校
』
は
、
従
来
『
広
記
』
の
排

印
本
と
し
て
定
評
の
あ
る
中
華
書
局
版
『
太
平
広
記
』
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
台
湾
大
学
所
蔵
の
孫
氏
宋
本
、
談
刻
本
よ
り
も
百
年
ほ

ど
前
に
李
氏
朝
鮮
で
刊
行
さ
れ
た
成
任
『
太
平
広
記
詳
節（

（
（

』
等
と
比
較
校
勘
し
、
多
く
の
新
し
い
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

以
下
『
全
唐
五
代
筆
記
』
の
収
録
の
話
を
中
心
に
、
各
書
で
判
断
の
分
か
れ
る
話
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。『
全
唐
五
代
筆

記
』
に
は
、
付
表
の
よ
う
に
、『
広
記
』
十
七
話
を
中
心
と
し
て
、
合
計
二
十
三
話
の
話
が
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。「
表
1
」
は
『
全
唐
五
代
筆
記
』
中
に
お
い
て
、『
霊
怪
集
』
の
逸
文
と
判
断
さ
れ
た
話
で
あ
り
、「
表
2
」
は
逸
文
で
あ
る
可

能
性
は
低
い
と
さ
れ
て
い
る
十
話
で
あ
る
。
備
考
に
『
霊
異
集
』、『
霊
怪
録
』
と
あ
る
の
は
、『
広
記
』
に
引
用
の
書
名
で
あ
る
。『
広

記
』
で
は
、
引
用
書
名
が
正
確
な
記
載
で
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。

17
「
姚
康
成
」
に
つ
い
て
、『
全
唐
五
代
筆
記
』
は
、『
霊
怪
集
』
の
逸
文
と
し
な
い
が
、『
叙
録
』
に
お
い
て
は
、
逸
文
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
次
節
で
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
た
22
「
南
柯
太
守
伝
」
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
作
者
は
李
公
佐
で
あ
り
、
本
文
末
尾
に
「
公
佐
貞
元
十
八
年
秋
八
月
自
呉

之
洛
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
張
薦
の
著
作
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
南
宋
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三
八
に
、

「『
霊
怪
集
』
載
『
南
柯
太
守
伝
』，
与
『
枕
中
記
』
事
絶
相
類
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
霊
怪
集
』
は
宋
初
に
は
、
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表
1
『
霊
怪
集
』
逸
文

篇
名

出
典

備
考

1

郭
翰

『
広
記
』
巻
六
八
・
女
仙

2

楊
昭
成

『
広
記
』
巻
二
八
〇
・
夢
鬼
神

3

関
司
法

『
広
記
』
巻
二
八
六
・
幻
術

4

慕
容
垂

『
広
記
』
巻
三
二
八
・
鬼

5

河
湄
人

『
広
記
』
巻
三
三
〇
・
鬼

霊
怪
録

6

中
官

『
広
記
』
巻
三
三
〇
・
鬼

7

王
鑑

『
広
記
』
巻
三
三
〇
・
鬼

霊
異
集

8

李
令
問

『
広
記
』
巻
三
三
〇
・
鬼

霊
怪
録

9

鄭
生

『
広
記
』
巻
三
五
八
・
神
魂

霊
怪
録

10

王
生

『
広
記
』
巻
四
五
三
・
狐

霊
怪
録

11

張
胡
子

『
広
記
』
巻
四
六
七
・
水
族

12

呉
興
妖
童

『
御
覧
』
巻
七
一
八

13

房
琯

『
天
中
記
』
巻
五
六

す
で
に
散
逸
し
、
そ
の
後
に
編
ま
れ
た
『
霊
怪
集
』
の
う
ち
に
は
、
他
書
の
逸
文
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

以
上
、
現
存
す
る
二
十
三
話
の
う
ち
、
十
三
話
も
し
く
は
十
四
話
が
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
．『
霊
怪
集
』
の
特
色

現
在
残
さ
れ
て
い
る
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
は
、
も
と
は
原
書
が
二
巻
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
一
部
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
も
っ
て
『
霊
怪
集
』
の
全
体
像
を
考
え
る
の
は
難
し
い
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
残
さ
れ
た
逸
文
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き

表
2
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
話

篇
名

出
典

備
考

14

陳
阿
登

『
広
記
』
巻
三
一
六
・
鬼

『
捜
神
後
記
』
巻
六
収
録

15

曹
唐

『
広
記
』
巻
三
四
九
・
鬼

五
代
の
話
。

16

鄭
絪

『
広
記
』
巻
三
六
五
・
妖
怪

元
和
年
間
（
八
〇
六
―
八
二
〇
年
）
の
話
。

17

姚
康
成

『
広
記
』
巻
三
七
一
・
精
怪

貞
元
年
間
（
七
八
五
―
八
〇
五
）
の
話
。『
叙
録
』
で
は
、『
霊

怪
集
』の
逸
文
と
す
る
。

18

張
不
疑

『
広
記
』
巻
三
七
二
・
精
怪

開
元
年
間
（
八
三
六
―
八
四
〇
）
の
話
。

19

薛
放
曽
祖

『
広
記
』
巻
四
四
六
・
畜
獣

穆
宗
（
在
位
八
二
〇
―
八
二
四
）
の
話
。

20

東
蔡
女
鬼

『
猗
覚
寮
雑
記
』
巻
上

『
広
記
』
巻
三
二
六
引
『
志
怪
録
』

21

崔
韜

『
類
説
』
巻
二
九

『
広
記
』
巻
四
三
三
引
『
集
異
記
』

22

南
柯
太
守
伝

南
宋
胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
の
記
述
に
よ
る
。
『
広
記
』
巻
四
七
五
引
『
異
聞
集
』

23

顧
光
宝

『
説
郛
』（
涵
芬
楼
本
）
巻
三

『
広
記
』
巻
二
一
〇
引
『
八
朝
窮
怪
録
』



179

張薦『霊怪集』について

る
特
色
の
一
つ
と
し
て
、『
霊
怪
集
』
の
中
に
は
、
話
の
描
写
を
工
夫
し
、
読
者
を
意
識
し
た
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。

例
え
ば
、
1
「
郭
翰
」
は
、「
夫
と
七
夕
の
夜
に
し
か
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
織
女
が
、
郭
翰
の
も
と
を
訪
れ
、
枕
を
共
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
七
夕
の
日
に
は
、
夫
の
元
へ
戻
る
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
天
帝
の
怒
り
を
買
い
、
一
年
に
一
度
し
か
会
う
こ
と
の
で
き
な

い
牽
牛
と
織
女
の
話
に
、
人
々
は
、
夜
空
に
広
が
る
天
の
川
を
見
上
げ
な
が
ら
、
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
夫
婦
の
悲
し
さ
と
想
い
の

強
さ
に
思
い
め
ぐ
ら
し
、
連
綿
と
語
り
継
い
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
夜
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
時
に
人
々
は
こ
の

「
郭
翰
」
の
話
の
よ
う
な
こ
と
、「
も
し
一
年
に
一
度
し
か
夫
と
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
織
女
が
自
ら
の
元
に
や
っ
て
き
た
ら
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
想
像
し
、
語
り
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
「
関
司
法
」
は
、「
あ
る
人
の
息
子
と
そ
の
年
老
い
た
使
用
人
の
孫
が
同
年
代
で
あ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
が
、
使
用

人
の
孫
は
い
つ
も
あ
る
人
の
息
子
の
お
古
を
も
ら
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
年
老
い
た
使
用
人
が
そ
の
こ
と
を
不
満
に
思
い
、
息
子
と
孫

に
違
い
は
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
妖
術
で
息
子
を
孫
と
全
く
同
じ
姿
に
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
老
婆
が
「
主
人
と
使
用
人

で
あ
っ
て
も
同
じ
年
の
人
間
で
は
な
い
か
」
と
主
人
に
不
満
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
、
息
子
と
孫
を
さ
っ
と
ス
カ
ー
ト
の
下
に
隠
す
と
、
主

人
の
妻
が
慌
て
て
子
供
を
引
っ
張
り
出
す
が
、
二
人
と
も
孫
の
姿
を
し
て
お
り
見
分
け
が
つ
か
な
い
。
老
婆
の
理
屈
は
、
主
人
た
ち
に

と
っ
て
は
言
い
が
か
り
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
同
じ
年
の
子
供
が
生
ま
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
一
生
変
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
身
分
の
差
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
老
婆
の
妖
術
で
い
と
も
簡
単
に
主
人
の
子
供
も
孫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
、
ほ
と
ん
ど
偶
然
の
よ
う
な
不
条
理
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

ま
た
10
「
王
生
」
は
、「
林
の
中
で
立
ち
な
が
ら
、
文
書
を
見
て
い
る
野
狐
を
見
つ
け
、
目
に
け
が
を
負
わ
せ
文
書
を
取
り
上
げ
た

が
、
狐
が
復
讐
に
や
っ
て
く
る
。
狐
は
、
王
の
母
に
は
科
挙
に
及
第
し
た
の
で
家
産
を
整
理
し
て
王
の
元
へ
来
る
よ
う
に
と
い
う
知
ら
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せ
を
、
王
に
は
母
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
偽
の
手
紙
を
送
る
。
そ
し
て
悲
し
み
に
く
れ
葬
儀
の
用
意
を
し
な
が
ら
故
郷
に
向
か
う
王
生

と
王
が
科
挙
に
及
第
し
た
と
の
朗
報
に
一
族
で
喜
ぶ
家
族
が
鉢
合
わ
せ
す
る
よ
う
に
た
く
ら
む
。
互
い
に
送
ら
れ
た
手
紙
を
突
き
合
わ

せ
て
み
る
と
、
白
紙
の
紙
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
、
狐
は
、
人
の
よ
う
に
立
ち
、
い
か
に
も
い
わ
く
あ
り
げ

な
様
子
を
見
せ
る
（
日
晩
，
柏
林
中
見
二
野
狐
，
倚
樹
如
人
立
，
手
執
一
黄
紙
文
書
，
相
対
言
笑
，
傍
若
無
人
）。
ま
た
王
へ
の
復
讐

方
法
は
手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
母
死
去
の
知
ら
せ
に
落
ち
込
み
実
家
へ
急
ぐ
王
生
と
、
息
子
の
成
功
を
聞
き
喜
び
な
が
ら
息
子
の

元
へ
赴
く
母
達
の
対
比
は
、
狐
の
復
讐
の
残
酷
さ
を
際
立
た
せ
て
い
て
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。

以
上
の
三
話
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
は
、
不
思
議
な
出
来
事
を
記
す
こ
と
が
主
眼
と
い
う
よ
り
は
、
様
々
な
仕
掛
け

で
読
者
を
驚
か
せ
る
方
向
へ
向
か
い
、
読
み
物
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
17
「
姚
康
成
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
内
容
は
、「
太
原
掌
書
記
の
姚
康
成
が

汧
隴
（
現
陝
西
省
）
に
使
い
し
、
長
い
間
空
き
家
と
な
り
荒
れ
放
題
で
あ
っ
た
邢
君
牙
の
旧
宅
に
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
夜
中
に
三
人
の

人
が
詩
を
吟
じ
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
康
成
は
、
三
人
の
姿
を
見
よ
う
と
屋
敷
の
外
に
出
た
が
、
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
再

び
声
が
し
た
場
所
を
訪
ね
て
み
る
と
、
鉄
の
銚
子
、
笛
、
箒
が
あ
る
の
み
だ
っ
た
」
と
い
う
話
で
あ
る
。『
全
唐
五
代
筆
記
』
で
は
、

『
旧
唐
書
』
に
基
づ
き
、
邢
君
牙
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
宅
が
長
く
空
き
家
と
な
り

荒
れ
放
題
で
あ
っ
た
（「
其
宅
久
空
廃
，
庭
木
森
然
」）
と
い
う
記
述
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
こ
の
話
は
後
に
『
霊
怪
集
』
に
加
え
ら

れ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
明
ら
か
に
読
者
を
意
識
し
た
仕
掛
け
を
持
つ
話
は
、
張
薦
が
記
し
た
と
考
え
て
も
さ
し

て
違
和
感
は
な
い
。
ま
た
前
任
者
が
い
な
く
な
り
荒
れ
放
題
の
赴
任
地
の
屋
敷
で
は
、
怪
異
現
象
が
起
こ
り
、
新
任
者
が
訪
れ
、
怪
異

の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
凶
宅
譚
は
、『
広
記
』
の
中
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
で
あ
り
、
姚
康
成
が
尋
ね
た
の
は
、

邢
君
牙
が
任
地
を
去
っ
た
後
の
邸
宅
と
考
え
れ
ば
、『
霊
怪
集
』
中
の
話
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
仕
掛
け
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を
持
つ
話
は
、『
玄
怪
録
』
中
の
「
元
無
有
」
と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
牛
僧
孺
は
、『
霊
怪
集
』
か
ら
こ
の
話
の
着
想
を
得
た

可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
姚
康
成
」
を
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
と
す
る
か
否
か
は
、
類
話
も
含
め
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。

五
．
終
わ
り
に

以
上
の
通
り
、『
霊
怪
集
』
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
作
者
張
薦
と
『
霊
怪
集
』
の
逸
文
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
今
後
さ
ら
に
、

各
話
の
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
張
氏
一
族
の
小
説
制
作
の
中
に
お
け
る
『
霊
怪
集
』
の
位
置
づ
け

及
び
同
時
代
の
『
紀
聞
』
や
『
広
異
記
』
と
の
比
較
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
意
識
し
て
、『
霊
怪
集
』
の
性
格
を
考
察
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

六
朝
や
唐
の
小
説
は
、
作
者
の
詳
細
や
各
話
、
小
説
集
ご
と
の
影
響
関
係
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
そ
の
制
作
環
境
に
つ
い
て
は
、

解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
小
南
一
郎
氏
は
、『
古
鏡
記
』
は
、
隋
か
ら
唐
へ
の
時
代
の
変
化
の
中
で
、
没
落
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
太
原
の
王
氏
の
一
族
の
間
で
語
り
継
が
れ
て
い
た
物
語
と
考
え
る
。
ま
た
白
行
簡
『
李
娃
伝
』
や
元
稹
『
鶯
鶯
伝
』
な
ど

中
唐
期
の
伝
奇
を
代
表
す
る
作
品
が
白
居
易
、
元
稹
の
い
わ
ゆ
る
元
白
集
団
の
周
辺
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
彼
ら
の
間
で
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
小
説
制
作
を
行
う
環
境
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
以
上
の
よ
う
に
唐
代
の
小
説
制
作
に
は
、
様
々
な
背

景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
張
氏
一
族
の
小
説
制
作
に
つ
い
て
も
解
明
が
待
た
れ
る
。
ま
た
冒
頭
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と

は
同
時
に
、
六
朝
、
唐
代
小
説
史
研
究
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
問
題
を
解
く
手
が
か
り
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
筆
者
が
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、『
紀
聞
』
や
『
広
異
記
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
者
が
意
識
し
て
虚
構
を
用
い
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て
い
る
話
が
含
ま
れ
て
い
る
。
中
唐
の
伝
奇
発
生
以
前
に
、
各
小
説
集
で
ど
の
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、『
霊
怪
集
』
の

分
析
を
通
し
て
、
改
め
て
『
紀
聞
』
や
『
広
異
記
』
の
性
質
も
浮
か
び
上
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
今
後
の
課
題
と
し
、
考
察

を
進
め
て
い
き
た
い
。

注（
1
）
牛
肅
『
紀
聞
』
に
つ
い
て
―
「
呉
保
安
」
を
中
心
に
」（『
中
唐
文
学
会
報
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）。「
伝
奇
勃
興
以
前
の
唐

代
小
説
に
お
け
る
虚
構
に
つ
い
て
―
「
淮
南
猟
者
」（『
紀
聞
』）
と
「
安
南
猟
者
」（『
広
異
記
』）
の
比
較
分
析
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本

中
国
学
会
報
』
第
五
二
集
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）。『
唐
代
初
期
小
説
の
研
究
―
牛
肅
『
紀
聞
』
と
戴
孚
『
広
異
記
』
を
中
心
に
』（
東
京

大
学
提
出
博
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
）

（
2
）
程
毅
中
『
唐
代
小
説
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）「
霊
怪
集
」、
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
（
増
訂
本
）』（
中
華
書

局
、
二
〇
一
七
）
な
ど
。
ま
た
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
（
中
国
学
術
文
献
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
に
は
、『
霊
怪
集
』
を
主
に
扱
っ
た
論
文
は
、
四

篇
ほ
ど
し
か
見
ら
れ
な
い
。（
二
〇
二
〇
年
、
十
一
月
二
十
四
日
閲
覧
）

（
3
）
郭
広
偉
校
点
『
権
徳
輿
詩
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

（
4
）「
張
読
墓
誌
」
は
、
洛
陽
九
朝
刻
石
文
字
博
物
館　

斉
運
通
、
楊
建
鋒
編
『
洛
陽
新
獲
墓
誌　

二
〇
一
五
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）

に
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
張
読
の
伝
記
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
く
、
こ
の
墓
誌
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
墓
誌
に
つ

い
て
の
論
考
と
し
て
、
陳
尚
君
「『
宣
室
志
』
作
者
張
読
墓
誌
考
釈
」（『
嶺
南
学
報
』
復
刊
第
七
輯
、
二
〇
一
七
年
所
収
）
が
あ
る
。

（
5
）「
張
薦
墓
誌
」
に
「
烈
考
不
忒
，
揚
州
天
長
県
令
，
贈
睦
州
刺
史
。」
と
あ
り
、「
張
読
墓
誌
」
に
は
、「
曽
祖
不
忒
，
皇
揚
州
天
長
令
」

と
あ
る
。

（
6
）
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
4
陳
尚
君
論
文
参
照
。

（
7
）『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
は
、
張
国
風
『『
太
平
広
記
』
版
本
考
述
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）、
拙
稿
「
北
京
図
書
館
所
蔵
『
広
異
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記
』
抄
本
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
九
八
年
所
収
）、「
成
任
編
刊
『
太
平
広
記
詳
節
』

に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
を
参
照
。

（
8
）『
太
平
広
記
詳
節
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
7
の
各
書
を
参
照
。

（
9
）
小
南
氏
の
論
考
に
つ
い
て
は
、『
唐
代
伝
奇
小
説
論
―
悲
し
み
と
憧
れ
と
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。


